
備工事編｣｢営繕工事写真撮影要領(最新版)｣及び｢デジタル工事写真の小黒板情報電子化基準｣による。

垂直積雪量

工事名　　　　　　　　工事

1,200

建築物名

延べ面積　　　　　　　　㎡

 工事概要

階数　地上　 階　地下　 階

用途　　　　　　　　　　　
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建築基準法による確認済

平成　年　月　日第　　　　号

山　口　県

工事現場管理者氏名

工 事 施 工 者 氏 名

工 事 監 理 者 氏 名

設  計  者  氏  名

建 　 　 築 　 　 主

確 認 済 証 交 付 者

確 認 年 月 日 番 号

建 築 確 認 に 係 る

そ の 他 の 事 項

施工者

監理者

現場代理人
TEL

協力お願いします。　　　　

へ連絡下さい。　　　　　

 お 願 い 

かけしますが、よろしくご　

　なお、お気づきの点は係　

　工事のため、ご迷惑をお　

員、または下記の監理者等　
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　　　　　　会社

山口県土木建築部建築指導課 ○○ ○○

白ペンキ塗り（文字黒）
ラワン合板 ｱ ５．５Ｔ－１相当品

感知器(差動ｽﾎﾟｯﾄ型)試験器

電 気 設 備 特 記 仕 様 書

種 目 特 記 事 項

　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

項 目

消火栓表示灯

1,500

押ボタン（屋内）

押ボタン（屋外）

発信機

ベル

分布型感知器

天井下～中心

床上～ 中心

鏡 上

取付高 mm

床上～中 心

測 点 取付高 mm

1,300

子時計

床上～ 中心

天井下～中心

天井下～中心

400

呼出ブザー

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

取引用計器 1,800～2,200

床上 ～中心

床上 ～中心

1,500

地上～ 中心

名 称

壁付音量調節器

床上 ～中心

名 称

受信機副受信機（壁掛）

ブラケット（洗面器）

引込開閉器

ブラケット（階段踊場）

1,500

400

400

1,700

1,300

床上 ～中心

復帰ボタン（多目的便所）

1,400

表示器

500

天井下～中心

2,000～2,500

1,500

1,200

300

分電盤（住宅用を除く）

床上 ～中心

呼出ボタン（多目的便所）

壁掛型親時計

測 点

床上 ～中心

床上～ 中心

1,500

2,300

インターホン（壁掛）

床上 ～中心

1,800

天井下～中心

1,900

300

1,500

時報ブザー

床上 ～中心

床上 ～中心

工 事 種 目
３ ５４

工 事 種 目
４

構 内 配 電 線 路 設 備

３ ５

建 物 名 称

１

建 物 名 称

２ ２１

印のついたものを適用し、各一式とする。）（

床上 ～中心

コンセントに準ずる

1,500

1,500

800

1,300

300

200

コンセントに準ずる

1,100

電話位置ボックス壁

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～下端

床上 ～下端

床上 ～中心

床上 ～中心

台上 ～中心

床上 ～中心

コンセント（一般）

コンセント（台上）

床上 ～中心コンセント（土間）

表示灯

手元開閉器

2,000

700

2,000～2,500

壁掛型制御盤

端子盤

保安器ボックス

スイッチ（一般）

スイッチ（多目的便所）

テレビ端子

仮

設

工

事

壁用スピーカー

共

通

工

事

一

般

共

通

事

項

施工計画書等(1.2.2)

総合図

電気主任技術者

電気保安技術者(1.3.2)

工事写真・完成写真

工事の着手に先立ち、総合施工計画書を作成し監督職員に提出する。

監督職員の指示する工種別の施工計画書を作成し、監督職員に提出する。

品質計画については施工計画書に必ず記載すること。

総合図の作成　　　※要　　　　不要

発注者で選任する。（経産省への届出資料作成等は本工事に含む）　　　※不要

電気工作物にかかる工事においては、電気保安技術者をおく。

下記のものを監督職員に提出する。

※

※

※

※

※　カラー

分類 ・ 規格

※　サービス版相当 適宜

撮影場所 部数

1部

備考

外壁取付けガラリ ※

※換気扇枠、アルミパネル開口（ストッパー取付を含む）

建築工事に含む設備機器付属の制御盤及び操作盤の配

管・配線

１次側（電源）

２次側（盤含む）

１次側（電源）

２次側（盤含む）

※

※

※

※

機械設備工事に含む設備機器付属の制御盤及び操作盤

の配管・配線

機械設備制御盤から別途盤類への渡り配管・配線の接続

エアコン、空調機集中管理リモコン等の遠方操作スイッチの配管

エアコン、空調機集中管理リモコン等の遠方操作スイッチの配線

エアコン、空調機集中管理リモコン等の本体及び本体取付

エアコンの室内、室外ユニット間の渡り配線（アースとも）

換気機器用スイッチ本体（空調換気扇用、24時間換気用を除く）

換気機器用スイッチの配管・配線及びスイッチ取付

機械設備工事に含む遮断弁装置の操作器及び感知器の配管・配線

機械設備工事に含む電極の配管・配線

擬音装置の埋込ボックス

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

作業主任者

作業指揮者

特殊車両

下記の作業等においては作業主任者として技能講習修了者を選任する。(安衛則)

足場の組立作業(565条)  地山の掘削作業(359条) 土止めの支保工作業(374条)

下記の作業等においては作業指揮者を指名すること。(安衛規)

高所作業車(194条) 停電作業(350条) 危険物の取扱作業(257条)

車両制限令第3条における一般的制限値を越える車両を通行させるときは、事前に道路法第47条の２

に基づく通行許可証の写しを監督職員に提出すること。

耐震性能 設計用標準水平震度(Ks)

2.0(2.0)1.5(1.5)

( )内は防震支持の場合に適用0.6(1.0)

特定の施設

一般の施設

１階・地階　　中間階　　上層階等

1.5(2.0)1.0(1.5)

1.0(1.0)

地表面粗度区分

風速（m/s）

　　Ⅱ

※　３４

耐荷重及び耐外力 建築基準法に基づき定められた区分等

※

※

※

電気開閉式大便器用洗浄弁とスイッチ間の配線

電気開閉式大便器用洗浄弁とスイッチ間の配管

電気開閉式大便器用洗浄弁の一次側電源の配管、配線

※

Ⅰ 工 事 概 要

３ ． 工 事 種 目

Ⅱ 工 事 仕 様
１ ． 共 通 仕 様

２ ． 特 記 事 項 の 適 用 方 法

１ ． 工 事 場 所

２ ． 建 物 概 要

(1)　種目(設備)は○印がついたものを適用する。

(2)　特記事項は　印のついたものを適用する。・印は適用しない。

　　印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　印と※印のついた場合は、共に適用する。

　図面および特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(電

屋内、屋外雨水管

ガス給湯器等のアース配線

受 変 電 設 備

電 灯 設 備

動 力 設 備

電 熱 設 備

発 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

雷 保 護 設 備

構 内 通 信 線 路 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備 テ レ ビ 電 波 障 害 防 除 設 備

中 央 監 視 制 御 設 備

火 災 報 知 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

誘 導 ・ 管 理 設 備

拡 声 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

情 報 表 示 設 備

構 内 交 換 設 備

※　Ⅲ  )（

※０.３ｍ （   　　 ）ｍ

電子データ共

一般の施設：山口県営施設における耐震安全性の分類において、建築設備乙類に
分類される施設を示す。

接地極 ※ Ａ種、Ｂ種、Ｃ種は、銅板　900゜t=1.5　とし、Ｄ種は、連結式接地棒とする。

工事仮設

工事用水

工事用電力

監督員事務所

仮設物

※

※

監督職員と協議のこと。

工事用材料置場、作業小屋、倉庫、仮事務所等の仮設物は、あらかじめ仮設工事計画書を作成し、

仮設電話

工事表示板は下図による。工事表示板

仮囲い・さく等

構内既存の施設　　利用できる（※有償　　無償）　※利用できない

構内既存の施設　　利用できる（※有償　　無償）　※利用できない

別途工事　　　   本工事（　　　㎡程度） 備品など（　　　　　　　　　　　　　　）

要    ※ 不要 要　　※不要

URL参照：施工監理要領 (https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18800/eizen/eizen_youshiki.html)

竣工図（修正した設計図の二つ折り製本図面）を次の部数提出する。※

学校工事　2部

詳細は入札条件及び指示事項書による。

竣工図のＣＡＤデータをメディア等で１部提出する。

施工図 施工図の二つ折り製本　（・ 要 (  部）　・ 不要　）

施工図のＣＡＤデータ　（・ 要 　・ 不要　）

なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

※

その他工事との取り合い イ）図面特記のない場合、下表による。

ロ）他工事との取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

他工事との取り合い

鉄筋コンクリート壁、床及び梁等における設備（埋込

盤、プルボックス、ダクト、配管等）の仮枠、箱入れ

及び貫通スリーブ

開口部補強

電気のスリーブ等

機械のスリーブ等

埋込型設備機器取付箇所の床、壁、天井ボード類の切

込み及び下地補強

切込み及び補強

電気墨出し

機械墨出し

基礎及びピット

電気墨出し

電気室、自家発電機室などの基礎及びピット

（ふた含）

※

建築 電気 機械

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

電気設備

機械設備

電気設備

機械設備

機器類の吊りボルト用インサート

機器類の取付け用アンカーボルト

軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

天井点検口

コンクリート基礎（外灯設備）

コンクリート基礎（機械設備機器類）

屋内設置

屋外設置

オイルサービスタンク防油堤

屋上設置 ※

※

※
自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアチェック、

フロアヒンジ

ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強 ※

ＯＡフロア・フリーアクセスフロア仕上げ材の切込み及び補強

工期　令和　年　月　日～　
令和　年　月　日　　

機器取付高さは、下記を原則とする。

３ ． 機 器 取 付 高 さ

太陽光発電 公称電力　　　　ｋＷ

※

※

その他

消防庁認定

製造者標準品一式

要

地下オイルタンク

燃料小出し槽

本工事　　　　　別途工事　　　　容量：　　　　Ｌ

鋼板製　　　　　ＳＵＳ製　　　　容量：　　　　Ｌ

※ 軽油　　　　　　Ａ重油

キュービクル型（騒音　　　ｄＢ）　　　　開放型※

発電機 ３相３線式　　　　Ｖ　　　　　ＫＶＡクラス　

発
電
設
備

位置ボックス ※
設
備

電
灯

照度測定 測定する場所：

※

※

引掛けシーリーング、埋込ローゼットの裏ボックスは金属製とする。(耐荷重性)

区画壁に設置するボックスは金属製とする。

外壁に打ち込むボックスは結露防止型とする。

施工調査 ※

着工時の提出図書 工事請負契約書に定められたもののほか、次のものを監督職員の指示に従い着工時に提出すること。

環境への配慮(1.4.1) 化学物質を放散させる建築材料等

塗料は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散さ

せないか、放散が極めて少ないものとする。 

山口県グリーン購入の推進方針及びグリーン購入ガイド(最新版)に基づき材料の調達を行う。

（以下「グリーン購入による」という）

環境負荷

※

監督職員へマニフェストと共にpHの測定結果の提示を行うこと。

録すること。この際、pHが12.5以上の場合は特別管理廃棄物として処理すること。

pHの測定方法　　（　※　携帯式簡易測定器　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

回収した排水を現場から搬出する場合は、搬出時点での排水のpHを測定し、その結果を写真等に記

切断及び穿孔作業時に発生する排水を回収し、産業廃棄物として適正に処理すること。舗装切断及び穿孔

を行う。

要綱」、「建設廃棄物処理指針」、「入札条件及び指示事項」その他関係法令等に従い適切な処理

利用の促進に関する法律」、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「建設副産物適正処理推進

発生材の処理にあたっては、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、「資源の有効な発生材の処理等(1.3.9)

※

場内指示の場所に敷き均し

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

建設発生土の処理

※

施工に先立ち改修工事関連部分の事前確認を行い、監督職員に報告する。

工事発注時アスベスト含有建材の有無（　※　有（　 レベル1　　レベル2　※レベル3 ）　　無 ）

撤去する変圧器等の微量ＰＣＢ分析を行う。（分析費用　※　本工事　　・　別途）

撤去する照明器具がある場合は、ＰＣＢの有無を確認し、監督職員に報告する。

場外搬出処分（　※　公共残土処分場　　　　任意処分 ）

既設利用（種類：　　　　　　　　　　測定要）

接地極埋設標

スリーブ工事

金属管の塗装ヶ所

90mm×140mm×1mmt以上の（※黄銅板　 ＳＵＳ板）で指定文字を刻印で表示

居室　　　　　倉庫等　　　　機械室等　　　ＥＰＳ、ＤＳ

※

※ 標準仕様書 第1編第2章第9節(表2.9.1)による。

下記場所の露出金属製電線管は、指定色塗装とする。

ＰＦ管の使用は原則として（１６）及び（２２）とする。

樹脂製　　　　 ステンレス製　　　　 新金属製

※

※

ＰＦ管

フラッシュプレート

プレートの用途別表示

予備品等

機器の検査

施工の検査

器具を実装しないものについては用途を明示する。

標準仕様書による。

標準仕様書による。(監督職員に書面による報告を行うこと。)

標準仕様書及び改修標準書による。(監督職員に出来形管理図による報告を行うこと。)

※

※

※

※

接着系あと施工アンカーを施工する場合は、以下の資格者が施工すること。

第1種あと施工アンカー施工士

第2種あと施工アンカー施工士(直径12mm以下のみ)

なお、接着系あと施工アンカーの施工後確認試験は、引張試験機による引張試験を行うこと。

※あと施工アンカー
気設備工事編)令和4年版」(以下「標準仕様書」という)及び「公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事)令和4年版」(以下

「改修標準仕様書」という)、「公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)令和4年版」(以下「標準図」という)、「JIL公共施

※完成時の提出図書

詳細は、施工監理要領によるほか監督職員の指示による。

その他工事　2部学校工事　1部

完成図書は、A4版黒表紙で次の部数提出する。

【営繕系工事編】」による。

※電子データの提出方法については「工事完成図書の電子納品要領」及び「電子納品に関する手引き

工事写真の撮影及び整理方法は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢工事写真撮影ガイドブック電気設

(1.7.1)

※

建退共加入証、建設業の許可票、施工体系図、労災保険関係成立票、並びに石綿調査結果を見やすい

個所に掲げる。

埋設標示柱

埋設標示シート

管路の埋め戻し

ケーブルの余長

※

※

※

※

埋設管路のルートには、ハンドホール近辺に鋳鉄製埋設柱等で、方向、種別を標示する。

するルートは優先度の高いものに統一できる。

高圧、低圧、通信の各線路ごとに埋設シート（2倍長）を敷設する。ただし、ハンドホールを共用

管の上端10㎝程度までは、真砂土または砂で敷き固める。

地中線路の場合マンホール、ハンドホール内で余長を見込む。（端部）

設
備

構
内
線
路

分電盤予備回路の配管 要※

設用照明器具(2022年版)」、「山口県電気設備工事施工監理要領(建築指導課作成)(以下「施工監理要領」という)」による。

改修工事関連部分のアスベスト含有建材は事前調査を行い監督職員に報告する。
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　 新営　　 全館無人改修　　 執務並行改修

　 新営　　 全館無人改修　　 執務並行改修

　 新営　　 全館無人改修　　 執務並行改修

　 新営　　 全館無人改修　　 執務並行改修

　 新営　　 全館無人改修　　 執務並行改修

その他工事　2部

国際総合センター

TEL　

Ｃ種

工事名年度設計者(建築設備士)

勤務先（　　　　　）氏　名（　　　　　）登録番号（　　　　　）　

勤務先（　　　　　）氏　名（　　　　　）登録番号（　　　　　）　

機械設備設計に関し意見を聞いた建築設備士

      級建築士登録　第　　　　　　　号 設計変更　　　　　回

電気設備特記仕様書

※ 工事用製本図面（工事用A2版）　（ 5 ）部　　　　（縮小版A3版）　（ 0 ）部

消防別表No.

４

１

２

３

５

階 数 棟 数構 造 　　　　　　　２延面積（ｍ ）建 物 名 工 事 区 分

６

NO.20240401

下関市豊前田町　地内

アリーナ棟 SRC 6 1 6957.97 （16）ｲ

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事
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設計変更　　　　　回      級建築士登録　第　　　　　　　号

工事名年度

電気設備機材等指定表

品目

電 気 設 備 機 材 等 指 定 表

品目機材名 適用範囲 製造業者等名 機材名 適用範囲 製造業者等名品目機材名 適用範囲 製造業者等名

評価名簿（電気設備機材・機械

品質性能評価事業　設備機材等

LED照明器具

(一般屋内用)

評価名簿（電気設備機材・機械

品質性能評価事業　設備機材等

品質性能評価事業　設備機材等

品質性能評価事業　設備機材等

交流

蓄電池

蓄電池 据置鉛蓄電池

高圧機器 高圧交流遮断器

無停電電源装置 （蓄電池を除く）

容量300KVA以下

評価名簿（電気設備機材・機械

盤類 高低圧受配電盤 同じ場所に高圧盤を

設置する場合

(ｷｭｰﾋﾞｸﾙ型を含む)

盤類 低圧配分電盤

制御盤

高圧盤を設置しない場合

盤類 分電盤

操作盤(空調を除く)

端子盤

品質性能評価事業　設備機材等

評価名簿（電気設備機材・機械

記載されている県内業者は

品質性能評価事業　設備機材等

評価名簿（電気設備機材・機械

記載されている県内業者は

品質性能評価事業　設備機材等

評価名簿（電気設備機材・機械

記載されている県内業者は

上記のほか下記による

上記のほか下記による

上記のほか下記による

一般社団法人　公共建築協会

発行の、建築材料・設備機材等発行の、建築材料・設備機材等

一般社団法人　公共建築協会

一般社団法人　公共建築協会

発行の、建築材料・設備機材等

一般社団法人　公共建築協会

発行の、建築材料・設備機材等

一般社団法人　公共建築協会

発行の、建築材料・設備機材等

一般社団法人　公共建築協会

発行の、建築材料・設備機材等

一般社団法人　公共建築協会

発行の、建築材料・設備機材等

㈱西日本テクノ

東光電機㈱

大楽電機㈱

新光電業㈱

光和電業㈱

光和電業㈱

摂陽明正㈱山口工場

㈱西日本テクノ

東光電機㈱

㈱中国電機サービス社

大楽電機㈱

誠和工機㈱

新光電業㈱

㈲アイテックス

㈱オカダ電気

摂陽明正㈱山口工場

光和電業㈱

摂陽明正㈱山口工場

㈱西日本テクノ

東光電機㈱

㈱中国電機サービス社

大楽電機㈱

誠和工機㈱

新光電業㈱

㈲アイテックス

㈲アイテックス

㈱オカダ電気

㈱オカダ電気

高圧進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ

高圧限流ﾋｭｰｽﾞ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器(特定機器)

据置ﾆｯｹﾙ･ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ

蓄電池

ｼｰﾙ形ﾆｯｹﾙ･ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ

無停電電源装置

設備機材）令和５年版による。

設備機材）令和５年版による。

設備機材）令和５年版による。

評価名簿（電気設備機材・機械

設備機材）令和５年版による。

設備機材）令和５年版による。

設備機材）令和５年版による。

設備機材）令和５年版による。

６

NO.20240401
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交流広場

タワー棟

道路境界線（歩行者専用）

道路境界線（歩行者専用）

道
路

境
界

線
（

歩
行

者
専

用
）

道路境界線

高層棟

アリーナ棟

工事範囲

イベントホール

照明器具改修

東大和町

下関漁港

下関駅

細江新町

細江町（一）

フェリー発着場

今浦町

新
地
町

長崎町（一）
丸山町（三）

丸山町（四）

丸山町（二）

笹
山
町

豊
前
田
町

長崎新町

関西本町

関西町

竹崎町（二）

細江町（二）

対象施設

国際総合センター

年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

付近見取り図（S=None）

配置図・付近見取り図
３

配置図（S=1/400)

17

項　目 1 2 3 4 5 6 7

配線工事

現地調査

撤去工事

設置工事

試験調整

後片付け

準備期間 （30日）

（20日）

（100日）

※令和7年3月25日までに完成検査を実施すること。

製作・材料調達

（20日）

（10日）

備考

参考工程表（契約工期：210日）



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６ ４

　　　本工事は、海峡メッセ下関４ＦイベントホールのＬＥＤ化更新を行うものとする。

　　　本工事の施工範囲は、下記仕様書によるものとし、機器搬入及び取付調整とする。

　　　また、施工にあたってはホール及びホール内設備に損傷を与えた場合は、監督員の指

　　　示により復旧するものとする。

　　（１）　　調光盤　既設（一部未使用）

　　（３）　　調光操作卓　更新

　　　この特記事項以外は、下記に準拠するものとする。但し、本工事に関係しない事項は

　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

　　　　（最新版）

　　　・工事請負契約書

　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」

　　　　（最新版）

　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」

　　　　（最新版）

　　　・その他関係法規並びに諸工事基準

　＜５＞その他

　　　本図面の仕様に於いて、製造者による軽微な差異は、監督員の承諾を受け、変更する

　　　ことが出来るものとする。

　　　適用しないものとする。

　　（２）　　ＬＥＤ調光制御盤　新設

　　（４）　　調光操作卓用コネクタボックス（調整室・舞台上手・舞台下手）　新設

　　（５）　　ギャラリーコネクタ盤（上手・下手）　新設

　　（６）　　客席床コネクタ盤　既設

　　（７）　　舞台袖操作卓　撤去

　　（８）　　作業灯リモコン　更新

ＬＥＤ調光制御盤（新設）２

　　８．電源電圧は定格電圧の９０％～１１０％、周囲温度はＪＩＳＣ８４８０に準拠し、－５

　　５．作業灯切換や誘導灯連動制御等の機能を持つ制御部を備えるものとする。

　　１．入力電源を受電し、各直回路ブレーカ等に分岐給電する単独盤で、入力主幹ブレーカを

　　２．盤は壁据置・自立型とし、本体・扉共にｔ１．６以上の鋼板を使用するものとする。

　　　　℃～４０℃（２４時間を通じた平均値で３５℃以下）で安定動作するものとする。

　　　　備えたものとする。

　　　　する。

　　９．各直回路の分岐ブレーカは、電気用品安全法－特定電気用品配線用遮断器の２極切りと

　１０。操作卓類ＯＦＦ時に負荷電源をＯＦＦし、ＬＥＤ照明負荷の待機電力を自動的にカット

　　　　する電源管理機能を有するものとする。また、外部からの専用伝送信号等による個別回

　　　　路のＯＮ／ＯＦＦ操作にも対応できるものとする。

　　　　ｅｔ（専用プロトコル、Ａｒｔ－Ｎｅｔ、ｓＡＣＮ）によるものとする。

　　６．制御部への調光制御信号は、ＤＭＸ５１２（１９９０）最大４系統及び、Ｅｔｈｅｒｎ

　　７．制御部よりＤＭＸ５１２信号及びＥｔｈｅｒｎｅｔ（専用プロトコル、Ａｒｔ－Ｎｅｔ、

　　４．塗装は指定色焼付塗装仕上げとする。

　　　　ｓＡＣＮ）を各所へ出力できるものとする。

　　３．内扉内は充電部が露出しない構造とするものとし、内部配線は環境に配慮したエコ電線

　　　　を使用するものとする。

　１１。ＰＷＭ信号制御ＬＥＤ客席照明を調光制御する調光信号Ｉ／Ｆを実装するものとし、最

　　　　大５０台／系統（但し２００台／１０系統）のＰＷＭ調光信号を各所へ出力できるもの

　　　　とする。

　　　　直前の点灯状態を保持するモードのいずれかを各系統毎選択できるものとする。

　１２．信号Ｉ／Ｆは操作卓類からのＤＭＸ信号が途絶えた際、客席照明を消灯させるモードと、

　【構　　成】

　　１．操作部は設定部、再生部、サブマスタ部、シーン部、マスタ部、場面変更部を備えたメ

　　２．設定部には各機能スイッチ×１式、上下カーソル操作スイッチ×１組、７セグ表示器×

　　　　インパネルとプリセットパネル及びカラーコントロールパネル等の機能別分割構成とす

　　　　１式等を設けるものとする。

　　３．再生部にはクロスフェーダ×１組、シーン／プリセット再生切替スイッチ×１ケ、自動

　　　　調光スイッチ（明・設・止・暗）等を設けるものとする。

　　４．サブマスタ部にはサブマスタフェーダ×２０本、ピアノスイッチ×２０ケ等を設けるも

　　　　のとする。

　　　　るものとする。

１ 調光盤（既設）（一部未使用）

３ 調光操作卓（更新）

　【仕　　様】

　　　　・最大制御チャンネル数　　　　　　８０チャンネル＋カラー制御５１２チャンネル

　　　　・最大制御回路（ディマー）数　　　１０２４回路（うちカラー制御５１２回路）

　　　　・パッチ場面数　　　　　　　　　　３場面（デフォルト設定可能）

　　　　・シーン再生方式　　　　　　　　　クロス再生、シーンボタン再生

［１］演出照明操作部

　　　　・記憶シーン数　　　　　　　　　　２０ケ×１０ペ－ジ×３場面（６００シーン）

　　　　・サブマスタの記憶容量　　　　　　２０シーン×３場面（６０シーン）

　　　　・自動再生パターン数　　　　　　　３パターン（２０ステップ）／場面

　　　　・自動再生チャンネル　　　　　　　８０チャンネル＋カラー制御５１２チャンネル

　　　　・自動再生同時再生　　　　　　　　最大３パターン

　　　　・制御信号　　　　　　　　　　　　ＤＭＸ５１２（ＵＳＩＴＴ１９９０）

　　　　・プリセットフェーダ数　　　　　　４０本×２段

　　　　・１段使用モード時　　　　　　　　８０本×１段

　　　　・チャンネルＰ／Ｆスイッチ　　　　８０個

　　　　・周囲環境　　　　　　　　　　　　周囲温度　　０～４０℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周囲温度　４５～８５％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し結露しないこと）

　　　　・入力電圧　　　　　　　　　　　　ＡＣ１００Ｖ±１０％　５０／６０Ｈｚ

　　　　・カラー器具グループ登録数　　　　１６グループ（合計５１２チャンネル以内）

　　　　・最大制御パラメータ数　　　　　　２０チャンネル／台

　　　　・カラー記憶パターン数　　　　　　１６パターン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（固定色：８パターン／フリー色：８パターン）

　　３．プリセットフェーダ毎にＰ／Ｆスイッチを備え、各チャンネル制御を瞬時に一段目のプ

　　１．４０本×２段のプリセットフェーダとクロスフェーダを用い手動プリセット調光操作が

　　２．２段プリセット機能による明かりの設定方法に加え、２段のプリセットフェーダを１段

　　　　るものとする。　

　【手動プリセット調光機能】

　　１．メインパネルで、チャンネル（最大８０ＣＨ）対ディマー（５１２回路）を任意に選択

　　２．パッチ場面は３場面設定出来るものとする。

　　３．調光仕込みできるものとする。

　【パッチ機能】

　　　　ダ上のスイッチで設定で出来るものとする。

　　４．操作卓の電源をＯＦＦして、任意の場面を選択して起動させると、特殊モードで設定し

　　５．ネットワークパソコンにて、調光仕込み、個々払い、一括払いができるものとする。

　　　　また、チャンネルとディマーを同一番号に設定する１：１仕込みできるものとする。

　　　　リセットフェーダ（Ｆ：フリー）出力にすることができるものとする。

　　　　接続できるものとし、その接続はディマー番号を表示させた表示器とプリセットフェー

　　　　たＡ場面がその選択した場面にコピーされて起動されるものする。

　　　　できるものとする。

　　　　プリセット機能に切替えることにより、８０チャンネルまでの明かりを一度に設定でき

　【表示機能】

　　１．記憶されたデータの設定状態や動作状態は、表示器に表示できるものとする。

　【記憶修正・編集機能】

　【記憶機能】

　　１．最大２００シーン／場面の記憶が可能なものとする。

　　２．記憶の設定は、記憶ボタンを使用するものとする。

　　３．フェードタイムの時間指定が行えるものとし、フェードタイムは０～９９９秒の設定が

　　４．最大２０シーン／場面のサブマスタが記憶できるものとする。

　　５．最大３パターン／場面パターンの自動再生が記憶できるものとする。

　　６．自動再生は８０チャンネル及びカラー制御５１２チャンネル全てのチャンネルが使用で

　　　　きるものとする。

　【記憶再生機能】

　　ａ.シーン再生

　　２．クロスフェーダによるシーン転換が行えるものとする。

　　２．表示データは主として次のようなものとする。

　　１．記憶されているシーンやサブマスタのデータをプリセットフェーダ及びパラメータ操作

　　１．サブマスタは合計２０本×３場面＝６０シーンの再生ができるものとする。

　　ｃ.自動再生

　　ｂ.サブマスタフェーダによる再生

　　１．自動再生は同時に３個できるものとする。

　　（１）ディマー番号　　（２）フェード時間　　（３）フェーダレベル

　　　　できるものとする。

　　　　エンコーダにて修正できるものとするとする。

　　１．シーン選択スイッチによるシーン転換が行えるものとする。

　　９．プリセットフェーダには負荷名・サブマスタ及びシ－ンスイッチにはシ－ン名が記入で

　　　　きる仕込み記入板を設けるものとする。

　　５．シーン部にはシーン選択スイッチ×２０ケ、ページ選択スイッチ×１０ケ、自動再生ス

　　　　イッチ×３ケ等を備えるものとする。

　　６．マスタ部にはグランドマスタフェーダ×１本等を設けるものとする。

　　７．場面変更部には場面変更スイッチ×３ケ等を備えるものとする。

　　８．プリセットパネルにはプリセットフェーダ４０本×２段、Ｐ／Ｆ、パッチ設定スイッチ

　　　　×８０ケ等を設けるものとする。

　１０．カラーコントロールパネルには器具グループ選択スイッチ×１６ケ、カラー選択スイッ

　　　　チ×１６ケ、パラメータ操作エンコーダ×５ケ、パラメータ表示ＬＣＤ×１式等を設け

　　　　るものとする。また、各選択スイッチには器具名称等が記入できる仕込み記入板を設け

　　７．自動再生はシーンと別に最大２０ステップまで記憶できるものとする。

　【カラー演出機能】

　　１．１６個の器具グループ選択スイッチを設け、フルカラー照明の調整ができるものとする。

　　２．この器具グループの回路は、プリセットフェーダチャンネルとは別とし合計５１２チャ

　　３．色の設定は、予め設けられた６色のカラ－選択スイッチにより簡単に設定が行え、更に

　　　　その色の変更操作は５個のエンコーダ操作で色合い等調整が任意に行えるものとする。

　　４．予め設けられた６色に全点灯（白色）／全消灯（暗転）を含めた固定色８パターンと併

　　　　せて、エンコーダ操作により作成された色を、フリー色として８パターン記憶すること

　　　　るものとする。

　　　　ンネルの範囲内であれば製造メーカーを問わず制御が行えるものとする。

　　　　但し、１台当たりのパラメータ（チャンネル数）の最大値は２０チャンネル以内とする。

　　　　ができるものとする。

［２］客席照明操作部

　【構 　　成】　　

　　１．操作主幹押釦×１ケ、操作場所選択押釦×１組（卓／遠方１・２）、操作選択押釦×１

　　　　組（記憶／自動／手動）、マスタフェ－ダ×１本、シングルフェ－ダ×５本、自動調光

　　　　押釦×１組（明・設・止・暗）、ＯＮ／ＯＦＦスイッチ×８ケ×２組（シ－ン／フリー

　　　　切換）等を配列するものとする。

　【客席照明操作機能】

　　１．客席照明は、手動フェーダや自動調光押釦により調光操作ができるものとする。

　【操作場所選択機能】

　　１．操作卓操作場所選択スイッチにより、調光操作卓の操作場所選択ができるものとする。

４ 調光操作卓用コネクタボックス（調整室・舞台上手・舞台下手）（新設）

　　１．調光操作卓が容易に接続できるものとする。

５ ギャラリーコネクタ盤（上手・下手）（新設）

　　１．持込卓及び器具が容易に接続できるものとする。

６ 客席床コネクタ盤（既設）

　　１．客席床コネクタ盤は既設使用とする。

８ 作業灯リモコン（更新）

　　１．スイッチ操作により、予め決められた負荷を点灯させることが行えるものとする。

　　２．リモコンスイッチより、予め決められた負荷を点灯させることが行えるものとする。

特記仕様書、調光装置仕様書

特記仕様書 調光装置仕様書

　＜１＞工事概要

　＜２＞施工範囲

　＜３＞適用基準

　　１．調光盤は既設使用とする。

　　　　の製造者の責任においてのみ行うこととする。

　　２．ＬＥＤ調光制御盤への幹線分岐及び配線振替、既設調光盤の改造については既設調光盤
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年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６ ５

　

記　号 数　量名　　　　　　称 仕　　　　　　様

既　設　仕　様 改　修　仕　様

数　量仕　　　　　　様
工事内容

更新撤去 既設 新設
備　　　　考備　　　　考

１式自立列盤型調光盤１ １式自立列盤型

　・ＬＥＤ調光制御盤へ負荷線振替を行うものとする

入力主幹１　ＭＣＣＢ　４Ｐ　８００ＡＦ／８００ＡＴ　２４０ｋＶＡ ×　　１台

操作主幹　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ ×　　１台

制御主幹　ＭＣＣＢ　４Ｐ　５０ＡＦ／１５ＡＴ ×　　１台

入力電源１　ＡＣ　３φ４Ｗ　１８２Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

調光ユニットＩＬ１００Ｖ３０Ａ（ＭＣＣＢ１Ｐ付）×１２回路 ×　１５台 演出用　Ｎ－ＳＷ付

×　　２台直回路ブレーカ　ＭＣＣＢ　３Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ ＰＩＮ用

×　　１式スレーブユニット

×　　１式関数ユニット（ＭＡＩＮ／ＳＵＢ）：ＤＭＸ制御

×　　１式冷却ファン

入力主幹２　ＭＣＣＢ　４Ｐ　２２５ＡＦ／１５０ＡＴ　４５ｋＶＡ ×　　１台

作業灯主幹　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ ×　　１台

制御主幹　ＭＣＣＢ　４Ｐ　５０ＡＦ／１５ＡＴ ×　　１台

入力電源２　ＡＣ　３φ４Ｗ　１８２Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

調光ユニットＩＬ１００Ｖ２０Ａ（ＭＣＣＢ１Ｐ付）×１２回路 ×　　２台 客席用、内７回路予備　Ｎ－ＳＷ付

×　　１台直回路ブレーカ　ＭＣＣＢ　１Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ 予備　Ｎ－ＳＷ付

×　　１式スレーブユニット

×　　１式関数ユニット（ＭＡＩＮ／ＳＵＢ）：ＤＭＸ制御

×　　１式電流計、電圧計・同切替器、受電灯・給電灯・操作灯

×　　１式冷却ファン

既設調光盤は再使用（一部は未使用）として残置とする

ＬＥＤ調光制御盤２

入力電源　ＡＣ　３φ４Ｗ　１８２Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

入力主幹　　　　ＭＣＣＢ　４Ｐ　２２５ＡＦ／２２５ＡＴ　６７.５ｋＶＡ

×　１８台直回路ブレーカ　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／４０ＡＴ

１式壁据置型

電源管理制御部（３２回路） ×　　１式

ＤＭＸ信号分配コンポ ×　　３台

×　　１式監視制御コンポ

×　　１台

×　　２台直回路ブレーカ　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／１５ＡＴ

調光操作卓３

×　　１式電流計、電圧計・同切替器、受電灯・給電灯・操作灯

×　　１台ＵＰＳ（１ｋＶＡ　常時インバータ式）

プリセットフェーダ

マスタフェーダ

メモリー操作部

×　　１本

　　最大記憶数　　　　シーン　　　　　　　：２００シーン

×　　２段×　４０本

　　　　　　　　　　　パッチ場面　　　　　：３場面

クロスフェーダ ×　　１組

サブマスタフェーダ（ピアノスイッチ付） ×　２０本

シーン選択スイッチ ×  １０ページ

客席照明操作部（自動：明・設・止・暗／手動：ＭＦ×１，ＳＦ×５／記憶）

デスク・中継ケーブル（３ｍ）・中継ケーブル（１５ｍ）※袖持込時に使用

×　　１式

×　　１式

×　　１式

１式

×　２０ヶ

卓上型（専用デスク付）

　　最大制御回路／チャンネル　　５１２回路／８０チャンネル

　　　　　　　　　　　自動再生　　　　　　：３パターン

カラー器具操作部（１６グループ） ×　　１式

　　最大制御回路／チャンネル　　５１２回路／５１２チャンネル

　　最大制御パラメータ　　　　　２０チャンネル／台

　　カラー記憶パターン数　　　　１６パターン

プリセットフェーダ

マスタフェーダ

メモリー操作部

×　　１本

　　最大記憶数　　　　シーン　　　　　　　：１０００シーン

×　　３段×　８０本

クロスフェーダ ×　　１組

サブマスタフェーダ（ピアノスイッチ付） ×　２４本

×　　１式

１式卓上型（専用デスク付）

　　最大制御回路／チャンネル　　１０２４回路／１０００チャンネル

１４インチＣＲＴディスプレイ ×　　２台

主幹１操作スイッチ ×　　１組

操作主幹スイッチ ×　　１組

サブマスタ操作場所切換スイッチ（操作卓／舞台袖） ×　　１組

ワイヤレス操作スイッチ ×　　１ケ

操作卓操作場所切換スイッチ（操作卓／持込卓） ×　　１組

客席照明操作部（自動：明・止・暗／手動：ＭＦ×１，ＳＦ×５／記憶） ×　　１組 下限ボリューム付

フル２線式リモコンスイッチ　×４ケ ×　　５組 スイッチカバー付　別途照明制御盤へ

関数切換キースイッチ（ＮＯＭＡＬ／ＢＡＣＫＵＰ） ×　　１組

調光卓ＤＭＸ出力切換キースイッチ（ＮＯＭＡＬ／ＢＡＣＫＵＰ） ×　　１組

電流計、電圧計・同切替器 ×　　１式

卓下制御部 ×　　１式

操作卓操作場所選択スイッチ（操作卓／１Ｆ客席／２Ｆギャラリー／舞台袖） ×　　１組

フル２線式リモコンスイッチ　×４ケ ×　　５組 スイッチカバー付　別途照明制御盤へ　点灯パターン…１～１７・通路・全照明・作業灯

　・入力２は未使用（全てブレーカＯＦＦ）とする

調光操作卓用コネクタボックス４

ＤＭＸ信号入力用コネクタ ×　　１系統

３面ボックス型

電源コンセント（接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント） ×　　２ケ

制御用コネクタ（５Ｐ・１５Ｐ） ×　　２ケ

ＣＶＱ１００ｓｑ

操作主幹含む

　・入力１の調光ユニット及び分岐ブレーカは未使用（ブレーカＯＦＦ）とする

　・入力１からＬＥＤ制御盤へ幹線振替を行うものとする

直回路ブレーカ　ＲＭＣＣＢ　２Ｐ　３０ＡＦ／２０ＡＴ（電源管理回路） ×　３２台

ＤＭＸノード（ＩＮ端末：４ポート） ×　　１台 ２Ｆギャラリー上手・下手の入力を合成、舞台袖上手・下手の入力を合成

ＰＷＭ信号分配コンポ ×　　１台

（調整室・舞台上手・舞台下手） 操作主幹ブレーカより給電（操作卓電源）

伝送信号分配コンポ ×　　１台

×　　２台直回路ブレーカ　ＭＣＣＢ　４Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ ＰＩＮ用

調光装置明細表１

調光装置明細表１
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年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

　

記　号 数　量名　　　　　　称 仕　　　　　　様

既　設　仕　様 改　修　仕　様

数　量仕　　　　　　様
工事内容

更新撤去 既設 新設
備　　　　考備　　　　考

作業灯リモコン８ １面新金属プレート型

フル２線式リモコンスイッチ　 ×　　１ケ スイッチカバー付　信号は別途制御盤へ

１面新金属プレート型

フル２線式リモコンスイッチ　 ×　　１ケ スイッチカバー付　信号は別途制御盤へ

舞台袖操作卓７

中継ケーブル（１０ｍ）

自動調光操作部（明・止・暗） ×　　１組

１式卓上型

サブマスタフェーダ ×　１０本 操作可能表示灯付

×　　１式

フル２線式リモコンスイッチ　 ×　　１ケ

舞台袖操作卓用コネクタに接続

同上用コネクタ ×　　１式

客席床コネクタ盤

ＤＭＸ信号入力用コネクタ ×　　１系統

１面プレート型

電源コンセント（接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント） ×　　２ケ 操作主幹ブレーカより給電（操作卓電源）

６ １面プレート型

同　左

スイッチカバー付　別途照明制御盤へ　点灯パターン…作業灯

ギャラリーコネクタ盤５

（上手・下手）

ＤＭＸ信号入力用コネクタ・ＤＭＸ信号出力用コネクタ ×　各１系統

２面ボックス型

電源コンセント（接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント） ×　　２ケ

電源コンセント（接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント）　１回路 ×　　２ケ 直回路ブレーカより給電

操作主幹ブレーカより給電（操作卓電源）

　

　

　

　

ＬＥＤ調光制御盤（新設）２ 調光操作卓（更新）３ 調光操作卓用コネクタボックス（新設）４

（調整室・舞台上手・舞台下手）

ギャラリーコネクタ盤（新設）５

（上手・下手）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カラー器具操作部 客席照明操作部

※デスク・中継ケーブル（３ｍ）付

作業灯リモコン（更新）８

86
59

200 550

280

19
0

115
10

13
0

75

１個用スイッチボックス（既設）

70

12
0

60

６
調光装置明細表２、調光装置外観図

調光装置明細表２

調光装置外観図

1400

700 700 400 415 415

1200

8
0
0

255
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年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

記　号 名　　　　　　称 仕　　　　　　様

既　設　仕　様 改　修　仕　様

仕　　　　　　様
工事内容

更新撤去 既設 新設

数　量
（ＶＡ）

負荷容量

３０Ａ
（ＶＡ）

負荷容量
数　量直回路

ＯＵＴ

ＤＭＸ

備　　　　考調光

＜舞台バトン＞

Ｃ型２０Ａコンセント×４８ケ　１６回路　Ｌ＝１４．４ｍ　第１・３・４サスペンションフライダクト ３列１・３・４Ｓ

同上用ボーダーケーブル ８ｓｑー９Ｃ　丸型 １２本

同上用ジョイントボックス 電源用 １２台

同上用ケーブルリール

〃

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２４ヶ　２回路　Ｌ＝１４．４ｍ　 ３列

Ｃ型３０Ａコンセント×１ケ　１回路

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

９０００

９０００

同　左 ３本

ＤＭＸ信号１系統　１５ｍ　丸型 ３本

同　左 １２台

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用 ３台

同　左 １２台

６

３

３

可搬型調光器用

８ｓｑー９Ｃ　丸型用 １２台

〃

９本撤去

９台未使用／残置

９台未使用／残置

Ｃ型２０Ａコンセント×４８ケ　１６回路　Ｌ＝１４．４ｍ　第２サスペンションフライダクト １列２Ｓ

同上用ボーダーケーブル ８ｓｑー９Ｃ　丸型 ４本

同上用ジョイントボックス 電源用 ４台

同上用ケーブルリール

〃

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２４ヶ　２回路　Ｌ＝１４．４ｍ　 １列

Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ　２回路

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

３０００

６０００

同　左 １本

１本

同　左 ４台

１台

２

２

１

可搬型調光器用

８ｓｑー９Ｃ　丸型用 ４台

〃

３本撤去

３台未使用／残置

ＳＳ サイドサスペンションフライダクト Ｃ型２０Ａコンセント×２４ケ　８回路　Ｌ＝５．４ｍ　 ２列

８ｓｑー９Ｃ　丸型 ４本

電源用 ４台

８ｓｑー９Ｃ　丸型用 ４台

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×８ヶ　１回路　Ｌ＝５．４ｍ　 ２列

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

３０００

同　左 ２本

２本

同　左 ４台

２台

２

２

２本撤去

２台未使用／残置

アッパーホリゾントライトＵＨ ハロゲン５００Ｗ×１灯　４色配線 ５４台

Ｃ型２０Ａコンセント×５４ケ　１２回路　Ｌ＝１４．４ｍ　同上用フライダクト １列

フルカラーＬＥＤ　上手電源（６色：ＲＧＢＡＥＳ　信号ケーブル付） ８台

同上用コンセントボックス 接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ　１回路 １台

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

１０３２ １

１

同上用ボーダーケーブル

同上用ジョイントボックス

同上用ケーブルリール

〃

〃

同上用ボーダーケーブル

同上用ジョイントボックス

同上用ケーブルリール

〃

〃

８ｓｑー９Ｃ　丸型 ３本

電源用 ３台

８ｓｑー９Ｃ　丸型用 ３台

同　左 １本

ＤＭＸ信号１系統　１５ｍ　丸型 １本

同　左 ３台

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用 １台

２本撤去

２台未使用／残置

（１０３２）

＜センターバトン＞

ＣＳ１ センターサスペンションフライダクト１ Ｃ型２０Ａコンセント×２４ケ　８回路　Ｌ＝７．２ｍ　 １列

８ｓｑー９Ｃ　丸型 ２本

電源用 ２台

８ｓｑー９Ｃ　丸型用 ２台

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２０ヶ　２回路　Ｌ＝７．２ｍ　 １列

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

３０００

同　左 １本

ＤＭＸ信号１系統　１６ｍ　丸型 １本

同　左 ２台

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用 １台

２

１

１本撤去

１台未使用／残置

同上用ボーダーケーブル

同上用ジョイントボックス

同上用ケーブルリール

〃

〃

Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ　２回路 ６０００ ２ 可搬型調光器用

ＣＳ２～４ センターサスペンションフライダクト２～４ Ｃ型２０Ａコンセント×２４ケ　８回路　Ｌ＝７．２ｍ　 ３列

８ｓｑー９Ｃ　丸型 ６本

電源用 ６台

８ｓｑー９Ｃ　丸型用 ６台

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×１６ヶ　２回路　Ｌ＝７．２ｍ　 ３列

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

９０００

同　左 ３本

３本

同　左 ６台

３台

６

３

３本撤去

３台未使用／残置

同上用ボーダーケーブル

同上用ジョイントボックス

同上用ケーブルリール

〃

〃

Ｃ型３０Ａコンセント×１ケ　１回路 ９０００ ３ 可搬型調光器用

３Ｐ２０Ａ

４８１４４０００

１６４８０００

２０Ａ

調光

入力１ 入力２

１６４８０００

１２２７０００

（２７０００）

８２４０００

２４７２０００

ＩＮ

備　　　考
ＤＭＸ

ＩＮ
３０Ａ １５ＡＲ ４Ｐ２０Ａ１５Ａ

ＰＷＭ

ＬＥＤ調光制御盤

直回路

ロアーホリゾントライトライトＬＨ ハロゲン５００Ｗ×８灯　４色配線 ８台 フルカラーＬＥＤ　上手電源（６色：ＲＧＢＡＥＳ　信号ケーブル付） ８台 （１０３２）（３２０００） 電源・ＤＭＸは袖ＷＣより

同上用延長ケーブル 電源用　１５ｍ １本

ＣＨ＝１２.４ｍ

ＤＭＸ信号１系統　１５ｍ　丸型

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用

ＤＭＸ信号１系統　１５ｍ　丸型

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用

ＣＨ＝１２.４ｍ

ＣＨ＝１２.４ｍ

ＣＨ＝１２.４ｍ

ＣＨ＝１３.２ｍ

ＤＭＸ信号１系統　１６ｍ　丸型

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用

ＣＨ＝１３.２ｍ

器具～袖ＷＣ間

ＤＭＸ用　１５ｍ １本 器具～袖ＷＣ間

同　左 ４台 ３台未使用／残置

同　左 ４台 ２台未使用／残置

同　左 ３台 ２台未使用／残置

同　左 ２台 １台未使用／残置

同　左 ６台 ３台未使用／残置

照明負荷明細表１

照明負荷明細表１
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年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

記　号 名　　　　　　称 仕　　　　　　様

既　設　仕　様 改　修　仕　様

仕　　　　　　様
工事内容

更新撤去 既設 新設
（ＶＡ）

負荷容量
数　量

３０Ａ １５ＡＲ

備　　　　考備　　　考

＜２Ｆギャラリー＞

ギャラリーコネクタボックス（上手・下手）ＧＣＢ

舞台奥ウォールコンセント盤（上手・下手）奥ＷＣ Ｃ型３０Ａコンセント×８ケ　８回路

数　量
（ＶＡ）

負荷容量

３０Ａ

直回路調光

３Ｐ２０Ａ ２０Ａ

調光

入力１ 入力２

２面 １６４８０００ Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ　２回路 ２面 ４１２０００ 函体再使用／プレート更新

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ　１回路 ２３０００

２面接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ　１回路 ２３０００

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統 ２

＜調整室＞

ピンスポットライトＰＩＮ ２ｋＷクセノンピンスポットライト（整流器付）

３Ｐ３０Ａ引掛コンセント ２ケ

２台

同上用コンセント 同　左 ２ケ ２２４８００

（４８００）

４８００

（４８００）２台３φ式 同　左

＜客席照明＞

ダウンライト（ＯＮ／ＯＦＦ）

ダウンライト（調光） ＪＤ５００Ｗ　　φ３６０

ＪＤ１３０Ｗ　　φ３６０

５５台

５台〃

ＨＩＤ４００Ｗ　φ３６０ ６０台Ｈ６７

Ｈ６８

Ｈ７０

Ｈ７１ 〃 ＪＤ８５Ｗ　　　φ１５０ ２４台

別途制御盤より給電（２４０００）

２７５００

６５０

２０４０
２

１５

ＬＥＤ２０００形　１３１Ｗ　φ２５０ ６０台

ＬＥＤ７５０形　　６１．４Ｗ　　φ２００　０～１００％調光 ５５台

ＬＥＤ２００形　　１５．３Ｗ　　φ１００　０～１００％調光 ５台

ＬＥＤ３５０形　　２９．３Ｗ　　φ１２５　０～１００％調光 ２４台

（７８６０）

３３７７

７７

７０４

別途制御盤より給電　ボルト吊りリニューアルプレート付

総　合　計 ２４ ２総　合　計

舞台袖ウォールコンセント盤（上手・下手）袖ＷＣ Ｃ型３０Ａコンセント×２０ケ　２０回路 ２面 ４０１２００００ Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ　２回路 ２面 ４１２０００ 函体再使用／プレート更新

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ　１回路 ２３０００

４ＤＭＸ信号出力コネクタ×２系統

ＯＵＴ

ＤＭＸ

ＩＮ

ＤＭＸ

ＩＮ

１８０５３１０００ ３０１９０ ２ １０２９９０ ３２１８

＜需要率＞

・平行１５Ａ回路（ＬＥＤ負荷他）は８０％使用

・Ｃ型３０Ａ回路（可搬型調光器他）は３０％使用

＜需要率＞

・入力１需要率：４６％

・入力２需要率：１４７％

使用を想定として算出

１

ＰＷＭ

１

１

３

５１９６

＜１Ｆ床＞

舞台奥仮設電源盤（上手・下手）奥仮設

入力主幹１　ＭＣＣＢ　４Ｐ　２２５ＡＦ／２００ＡＴ×１台

入力電源１　ＡＣ　３φ４Ｗ　１８２Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

接続端子台×１式

２面

入力主幹２　ＭＣＣＢ　３Ｐ　１００ＡＦ／１００ＡＴ×１台

入力電源２　ＡＣ　３φ３Ｗ　２００Ｖ　６０Ｈｚ

接続端子台×１式

別途電源盤より給電

別途電源盤より給電

同　左 ２面

１

１

３

１５Ａ

　調光操作卓用コネクタボックス（調整室） １

　客席床コネクタ盤 １

　調光操作卓用コネクタボックス（調整室）

　客席床コネクタ盤

１

１

　ギャラリーコネクタ盤（上手・下手） ２

　調光操作卓用コネクタボックス（舞台上手・舞台下手） ２

ＬＥＤ調光制御盤にて１系統に合成

ＬＥＤ調光制御盤にて１系統に合成

調光装置抜粋調光装置抜粋

２３０００

リニューアルプレート付

ボルト吊りリニューアルプレート付

ボルト吊りリニューアルプレート付

２

４Ｐ２０Ａ

ＬＥＤ調光制御盤

直回路

名　　　　　　称 仕　　　　　　様 備　　　　考数　量

パーライト

エリプソイダルスポットライト

ＬＥＤ１０００形ＳＨスポットライト（ハンガー・信号ケーブル付） ３８台 １Ｓ×６、２Ｓ×６、３Ｓ×６、ＣＳ１×５、ＣＳ２×５、ＣＳ３×５、ＣＳ４×５フレネルスポットライト

ＬＥＤ１０００形ＦＭスポットライト（ハンガー・信号ケーブル付）平凸スポットライト ２４台

ＬＥＤフルカラーパーライト（ＲＧＢＬ：ハンガー・信号ケーブル付）

ＬＥＤ５００形ＳＨスポットライト（ハンガー・信号ケーブル付） ２台 舞台袖×２

ギャラリー用延長ケーブル 電源１０ｍ×２本　ＤＭＸ１０ｍ×２本 １式

４Ｓ×６　ＣｏｌｏｒＳｏｕｒｃｅＰＡＲ

ＬＥＤエリプソイダルスポットライト（ＲＧＢＬ：ハンガー・信号ケーブル付） ＳＳ×８　ＣｏｌｏｒＳｏｕｒｃｅＳｐｏｔＶ

可搬型調光器 調光１５Ａ×３回路　ＤＭＸタイプ（ハンガー・信号ケーブル付） ４台 Ｃ型３０Ａプラグ付　３回路合計３ｋＷまで、１．５ｋＷ／回路まで

記　号

備品

８
照明負荷明細表２　移動器具明細表

照明負荷明細表２

移動器具明細表

８台

６台
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年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６ ９

１Ｓ 第１サスペンションフライダクト

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２４ヶ、Ｃ型３０Ａコンセント×１ケ

Ｌ＝１４．４ｍ　

３Ｓ 第３サスペンションフライダクト

４Ｓ 第４サスペンションフライダクト

２Ｓ 第２サスペンションフライダクト

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２４ヶ、Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ

Ｌ＝１４．４ｍ　

ＳＳ サイドサスペンションフライダクト

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×８ヶ

Ｌ＝５．４ｍ　

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統 ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ケ

ＵＨ コンセントボックス

ＤＭＸ１系統　２０ｍ　丸型用

ケーブルリール共通

ＬＨ ロアーホリゾントライト

フルカラーＬＥＤ（ＲＧＢＡＥＳ）

※信号ケーブル付

ＣＳ１ センターサスペンションフライダクト１

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２０ヶ、Ｃ型３０Ａコンセント×１ケ

Ｌ＝７．２ｍ　

ギャラリーコネクタボックス（上手・下手）ＧＣＢＣＳ２ センターサスペンションフライダクト２

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×１６ヶ、Ｃ型３０Ａコンセント×１ケ

Ｌ＝７．２ｍ　

ＣＳ３ センターサスペンションフライダクト３

ＣＳ４ センターサスペンションフライダクト４

奥ＷＣ 舞台奥ウォールコンセント盤（上手・下手） 袖ＷＣ 舞台袖ウォールコンセント盤（上手・下手）

函体再使用／プレート更新

函体再使用／プレート更新

ＤＭＸ信号出力コネクタ×２系統

Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ、接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ

Ｃ型３０Ａコンセント×２ケ、接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ヶ

Ｈ６７ ダウンライト（ＯＮ／ＯＦＦ） Ｈ６８ ダウンライト（調光） Ｈ７０ ダウンライト（調光） Ｈ７１ ダウンライト（調光）

ＬＥＤ２０００形　１３１Ｗ　φ２５０ ＬＥＤ７５０形　６１．４Ｗ　φ２００ ＬＥＤ２００形　１５．３Ｗ　φ１００ ＬＥＤ３５０形　２９．３Ｗ　φ１２５

別途制御盤より給電　ボルト吊りリニューアルプレート付 ボルト吊りリニューアルプレート付 ボルト吊りリニューアルプレート付 リニューアルプレート付

備品 フレネルスポットライト

ＬＥＤ１０００形ＳＨスポットライト

※ハンガー・信号ケーブル付

ＬＥＤ５００形ＳＨスポットライト

※ハンガー・信号ケーブル付

備品 フレネルスポットライト

ＬＥＤ１０００形ＦＭスポットライト

※ハンガー・信号ケーブル付

備品 平凸スポットライト スポットライト

ＬＥＤフルカラーパーライト（ＲＧＢＬ）

※ハンガー・信号ケーブル付

エリプソイダルスポットライト

ＬＥＤエリプソイダルスポットライト（ＲＧＢＬ）

※ハンガー・信号ケーブル付

調光１５Ａ×３回路　ＤＭＸタイプ

可搬型調光器

※ハンガー・信号ケーブル付

※３回路合計３ｋＷまで・１．５ｋＷ／回路まで

備品備品備品

０～１００％調光 ０～１００％調光 ０～１００％調光

1800

113

1
1
0

3
2
0

1800

113

1
1
0

3
2
0

1800

113

1
1
0

3
2
0

ＵＨ アッパーホリゾントライト

フルカラーＬＥＤ（ＲＧＢＡＥＳ）

※信号ケーブル付

276

1
5
1

2
3
4

225

112

φ350

2
1
5

3
9
0

125

420

φ
2
3
0

145

900

209

1
4
5 2
0
0

35+00B0

1800

113

1
1
0

3
2
0

1800

113

1
1
0

3
2
0

280

1
9
0

115
10

300 350

1
5
0

1
5
0

166 193

2
0
8

1
5
5

183

413

147 175

1
0
1

1
8
9

163

369

2
7
9

166 193

2
0
8

1
5
5

240

506

3
7
9

251

209

3
1
0

1
1
0

122

240

2
0
8

2
0
5

247

511

672（最大） 269

188

3
0
8

2
5
0

100 280

910

495 234

2
9
2

3
4
0

35°

照明器具姿図

照明器具姿図

3
5
0
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Ｆ

入力電源　ＡＣ　３φ４Ｗ

１８２Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

コネクタボックス
調光操作卓

（調整室）
＜更新＞ 既設電源線＜更新＞ 既設電源線 舞台袖ウォールコンセント盤（上手）

JB CR 第１サスペンションライト

既設線 　直１５ＡＲ　：２回路 袖WC LH LH
1SUSＣＰ１ ×８台　直３０Ａ　　：１回路 Ｃ ×２卓下制御部への配線を振替 Ｃ 　ＤＭＸＯＵＴ：２系統

CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統

既設電源線
舞台袖ウォールコンセント盤（下手）

既設電源線
JB CR 第２サスペンションライトコネクタボックス 袖WC

　直１５ＡＲ　：２回路（舞台上手） Ｃ ×２2SUS
　ＤＭＸＯＵＴ：２系統　直３０Ａ　　：２回路＜新設＞ Ｃ

CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統
移動して使用 Ａ 舞台奥ウォールコンセント盤（上手）

既設電源線ＣＰ２
奥WC既設電源線

JB CR 第３サスペンションライト

　直１５ＡＲ　：２回路
3SUS

　直３０Ａ　　：１回路 舞台奥ウォールコンセント盤（下手）Ｃ 既設電源線CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統コネクタボックス 奥WC

（舞台下手）
既設電源線＜新設＞

JB CR 第４サスペンションライト
ギャラリーコネクタボックス（上手）移動して使用 　直１５ＡＲ　：２回路Ａ Ｄ

4SUS GCB 　直１５ＡＲ　：１回路ＣＰ３ 　直３０Ａ　　：１回路Ｃ 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統
CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統

ギャラリーコネクタボックス（下手）Ｄ既設電源線
JB CR GCB 　直１５ＡＲ　：１回路持込卓 ギャラリーコネクタ盤 サイドサスペンションライト（上手）

　ＤＭＸＯＵＴ：１系統（上手） SS上 　直１５ＡＲ　：１回路

Ｃ＜新設＞ 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統
CR

ダウンライト（ＯＮ／ＯＦＦ）
Ｂ 別途電源

　別途電源ＣＰ５
既設電源線 ダウンライト×６０台

JB CR
サイドサスペンションライト（下手）

既設電源線
SS下 　直１５ＡＲ　：１回路 CON PIN

Ｃ 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統 ピンスポットライト
CR持込卓 ギャラリーコネクタ盤 ＬＥＤ ＬＥＤ 　直４Ｐ２０Ａ：２回路調光盤 既設電源線（下手） 調光制御盤 調光制御盤 CON PIN

既設電源線（既設） ＜新設＞
JB CR（新設） （新設）

アッパーホリゾントライト
Ｅ ×３Ｂ

CB UH UH 　直１５ＡＲ　：１回路ＣＰ６ ダウンライト（調光）×８台Ｃ 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統 既設電源線 　直１５ＡＲ　：３回路CR

　ＰＷＭ信号　：３系統
ダウンライト×５５台

既設電源線
JB CR センターサスペンションライト１

Ｅ　直１５ＡＲ　：２回路
持込卓 CS1客席床コネクタ盤

ダウンライト（調光）　直３０Ａ　　：２回路Ｃ＜既設＞ 既設電源線 　直１５ＡＲ　：１回路CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統

　ＰＷＭ信号　：１系統既設線 ダウンライト×５台
ＣＰ７ 既設電源線

JB CR センターサスペンションライト２
Ｅ　直１５ＡＲ　：２回路

CS2 ダウンライト（調光）
　直３０Ａ　　：１回路Ｃ 既設電源線 　直１５ＡＲ　：１回路

CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統
　ＰＷＭ信号　：１系統

ダウンライト×２４台
作業灯リモコン

既設電源線
（更新） JB CR センターサスペンションライト３

　直１５ＡＲ　：２回路
CS3既設線

　直３０Ａ　　：１回路Ｃ
CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統

既設電源線
JB CR センターサスペンションライト４

　直１５ＡＲ　：２回路
CS4

　直３０Ａ　　：１回路Ｃ
CR 　ＤＭＸＯＵＴ：１系統

・凡　例

Ａ

別途電源 ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－３Ｐ
舞台奥仮設電源盤（上手・下手）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ
　別途電源

Ｂ ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ
別途電源

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー２Ｃ

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ×２

Ｃ ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ

Ｄ ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ

Ｅ ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ

Ｆ ＥＭ－ＣＥＱ１００ｓｑ、Ｅ２２ｓｑ

年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６
調光システム系統図

10

調光システム系統図

　直１５ＡＲ　：１回路

　直１５ＡＲ　：１回路

　直１５ＡＲ　：１回路

　直１５ＡＲ　：１回路

　直３０Ａ　　：２回路

　直３０Ａ　　：２回路

　直３０Ａ　　：２回路

　直３０Ａ　　：２回路

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ

17



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６ 11

Y4

Y3

Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9 X10

8
7
5
0

1
2
0
0
0

1
2
0
0
0

6300 6300 6300 6300 6300 6300 6300 6300

イベントホール

エントランスホール

収納庫

身障者ＷＣ
女子ＷＣ

倉庫
ＥＶ ＥＶホール

男子ＷＣ

身障者ＷＣ

ＥＶ

倉庫

器具庫

主催者控室

４階平面図（S=1/200）

■特記事項

　４．ウォールコンセント等の金属製外箱にはＤ種接地工事を施すものとする。

　２．配線の立上げ、引下げ、隠蔽配線箇所は配管にて保護するものとする。

　３．露出にて施工部分の配管、プルボックス等は指定色塗装とする。

　５．負荷線と信号線は離して配線するものとし、音響設備との調整を十分

　　　に行うものとする。

　６．特記なき配線は、配線凡例によるものとする。

　１．記載なき配線は既設配線を使用するものとする。

記号 名　　称

■凡例

ロアーホリゾントライト　　　　　　　　　【更新】

舞台袖ウォールコンセント盤（上手・下手）【プレート更新】

記号 配線仕様

■配線凡例

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－３Ｐ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ×２（既設配管）

（既設配管）

プルボックス

ＬＨ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ（既設配管）

袖ＷＣ

Ａ

Ｂ

A B

調光操作卓用コネクタボックス（舞台上手）

（新設）

舞台奥仮設電源盤（上手）

（既設）

舞台奥ウォールコンセント盤（上手）

ＬＨ

ＬＨ

ＬＨ

ＬＨ

ＬＨ

ＬＨ

ＬＨ

ＬＨ

（既設）

舞台奥仮設電源盤（下手）

舞台奥ウォールコンセント盤（下手）

S作業灯リモコン

（更新）

（更新）

（更新）

C

A B

C

客席床コネクタ盤

（既設）

（新設）

調光操作卓用コネクタボックス（舞台下手）

袖WC

C 袖WC

ＥＶホール

４階平面図
17



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

５階平面図（S=1/200）

記号 配線仕様

■配線凡例

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑー２Ｐ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ（Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー２Ｃ（Ｅ３１）

記号 名　　称

■凡例

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ（既設配管）

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－３Ｐ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ×２（既設配管）

（既設配管）

ギャラリーコネクタボックス　　　　　【新設】ＧＣＢ

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑー２Ｐ×２（Ｅ３１）

ＳＳ上 サイドサスペンションライト（上手）　【更新】

１～４Ｓ

ＳＳ下 サイドサスペンションライト（下手）　【更新】

ＵＨ アッパーホリゾントライト　　　　　　【更新】

アッパーホリゾントライト用コンセントボックス　【更新】ＵＨ

センターサスペンションフライダクト１～４　　　【更新】ＣＳ１～４

電源用ケーブルリール　　　　　　　　【既設】

ＤＭＸ用ケーブルリール　　　　　　　【新設】

ボーダーケーブル（電源用９ｃ）　　　【既設】９

ボーダーケーブル（ＤＭＸ用）　　　　【新設】Ｄ

ジョイントボックス　　　　　　　　　【既設】

ＰＩＮ ピンスポットライト　　　　　　　　　【既設】

ピンスポットライト用コンセント　　　【既設】ＣＯＮ

■特記事項

　４．ウォールコンセント等の金属製外箱にはＤ種接地工事を施すものとする。

　２．配線の立上げ、引下げ、隠蔽配線箇所は配管にて保護するものとする。

　３．露出にて施工部分の配管、プルボックス等は指定色塗装とする。

　５．負荷線と信号線は離して配線するものとし、音響設備との調整を十分

　　　に行うものとする。

　６．特記なき配線は、配線凡例によるものとする。

　１．記載なき配線は既設配線を使用するものとする。

既設ケーブルラック　Ｗ１０００（セパレータ付

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー３Ｃ×６

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑー２Ｃ×２

ＥＭ－ＫＮＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ×２３

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－３Ｐ×２

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ×２

ＬＥＤ調光制御盤へ

ＣＢ

ＣＲ

ＣＲ

第１～４サスペンションフライダクト　【更新】

Ｄ

5.5

5.5

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

8
7
5
0

1
2
0
0
0

1
2
0
00

6300 6300 6300 6300 6300 6300 6300 6300

ＳＳ上

ＳＳ下

４Ｓ ３Ｓ ２Ｓ １ＳＵＨ

ＣＳ１

ＣＳ２

ＣＳ３

ＣＳ４

Ｄ

ＰＩＮ

ＰＩＮ

９Ｄ

９

Ｃ
Ｂ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ ＣＲ ＣＲ ＣＲ

ＣＲ ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ ＣＲ ＣＲ ＣＲ

ＣＲ

ＣＲＣＲ

ＣＲＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

既設ケーブルラック配線

EM-CEQ100sq、E22 Ｃ

Ｄ

5.5

5.5

Ｄ

5.5

Ｄ

Ｄ

5.5

ＤＤ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｄ

９

９

Ｄ

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

９ ９

Ｄ

９

９ ９

９Ｄ

９ Ｄ

ＧＣＢ C

C
ＧＣＢ

ギャラリーコネクタ盤（上手）

（新設）

ＬＥＤ調光制御盤

（新設）

（既設）

調光盤

ギャラリーコネクタ盤（下手）

（新設）

ＣＯＮ

ＣＯＮ

C

調光操作卓

（更新）

Y4

Y3

Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9 X10

調光操作卓用コネクタボックス（調整室）

（新設）※既設卓下制御部より配線振替

観覧席

観覧席

観覧席

ＥＶ

５階平面図（舞台照明）

電気室

ＤＳ

1217



13

５階平面図（S=1/200）

8
7
5
0

1
2
0
0
0

1
2
0
00

6300 6300 6300 6300 6300 6300 6300 6300

Y4

Y3

Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X6 X7 X8 X9 X10

ＬＥＤ調光制御盤

（新設）

（既設）

調光盤

ＥＶ

ＤＳ

電気室

観覧席

観覧席

観覧席

記号 配線仕様

■配線凡例

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ（天井裏ころがし）

記号 名　　称

■凡例

ダウンライト（ＯＮ／ＯＦＦ）×６０台　【更新】

ダウンライト（調光）　　　　×５５台　【更新】

ダウンライト（調光）　　　　×　５台　【更新】

ダウンライト（調光）　　　　×２４台　【更新】

Ｈ６７

Ｈ６８

Ｈ７０

Ｈ７１

ＬＥＤ２０００形　φ２５０　ボルト吊りリニューアルプレート付

ＬＥＤ７５０形　　φ２００　ボルト吊りリニューアルプレート付

ＬＥＤ２００形　　φ１００　ボルト吊りリニューアルプレート付

ＬＥＤ３５０形　　φ１２５　リニューアルプレート付

Ｐ

■特記事項

　４．ウォールコンセント等の金属製外箱にはＤ種接地工事を施すものとする。

　２．配線の立上げ、引下げ、隠蔽配線箇所は配管にて保護するものとする。

　３．露出にて施工部分の配管、プルボックス等は指定色塗装とする。

　５．負荷線と信号線は離して配線するものとし、音響設備との調整を十分

　　　に行うものとする。

　６．特記なき配線は、配線凡例によるものとする。

　１．記載なき配線は既設配線を使用するものとする。

年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ ＰＰ

Ｐ Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ ＰＰ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ Ｐ

６

山口県国際総合センター

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事
17

５階平面図（客席照明）



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

（参考）既設イベントホール調光設備系統図

（参考）既設調光設備系統図
1417



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

（参考）既設舞台照明機器図

既設舞台照明機器図
1517



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

（参考）イベントホール４階平面図

16
（参考図）既設４階平面図

17



年度 工事名

級建築士登録　第　　　号 印 設計変更　　回

－

－

山口県国際総合センターイベントホール照明設備改修工事

山口県国際総合センター

６

（参考）イベントホール５階平面図

（参考図）既設５階平面図
17 17


